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客単価３０００円超す業態好調各社、出店加速し収益力向上

  居酒屋チェーンの間で、客単価が３０００円と、一般的な店（２５００～２７００円程度）よりやや高い業態を強化する動きが相次いでいる。

  食材の価格上昇が続く中で、収益力の向上にもつながるためだ。

  食材の自社生産や契約先を拡充する動きが目立ってきている。

  居酒屋チェーン「塚田農場」は自社の養鶏場で育てた地鶏などを使った料理を特徴としており、客単価は４０００円程度となっている。

  チムニーは５月にシャモ料理店を始めた。同じく客単価は４０００円程度。契約農家から直接仕入れを行っている。

  モンテローザの「山内農場」を含め自社農場や契約農家から直接仕入の「安心感」などからやや高めの価格設定でも幅広い支持がある

  食材コストの上昇などで飲食業界全体の収益環境がなかなか改善されないなか「稼げる店」が一段と広がっていく可能性もある。

                （日経ＭＪ）

士
魂
商
才
の
経
営
者
／
出
光
佐
三
語
録

⑥
養
成

割
烹
ほ
ど
高
く
な
く
居
酒
屋
と
は
レ
ベ
ル
違
う

厳
選
さ
れ
た
日
本
酒
と
和
食
が
織
り
な
す
世
界

そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
「
炉
端
焼
き
」
も
見
直
さ
れ

出
光
商
会
は
、
父
兄
に
代
わ
っ
て

若
者
を
訓
育
す
る
責
任
を
感
じ
て
い
る

｢海賊とよばれた男｣のモデル

「
ち
ょ
い
飲
み
」
に
切
り
込
め

短
時
間
・
低
料
金
会
社
員
に
的

　
若
者
の
ア
ル
コ
ー
ル
離
れ
や
宴
会

需
要
の
減
少
で
苦
戦
が
続
く
居
酒
屋

市
場
。
一
方
で
会
社
員
や
シ
ニ
ア
を

中
心
に
「
短
時
間
・
低
料
金
」
で
「
ち

ょ
い
飲
み
」
を
楽
し
む
動
き
が
広
が

っ
て
い
る
。
居
酒
屋
各
社
が
改
め
て

顧
客
を
取
り
込
も
う
と
し
て
新
業
態

を
打
ち
出
す
の
に
対
し
、
カ
フ
ェ
や

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
な
ど
も
酒
類
の
取

り
扱
い
を
拡
充
す
る
。
縮
む
市
場
の

中
で
の
数
少
な
い
成
長
分
野
を
巡
る

競
争
は
熱
い
。

　
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
カ
フ
ェ
各
社

は
「
本
業
」
で
の
競
合
も
激
し
さ
を

増
す
。
そ
れ
だ
け
に
夜
間
な
ど
の
集

客
の
武
器
と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
強
化

の
動
き
が
拡
が
る
。

・
ド
ト
ー
ル
・
日
レ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
昨
年
12
月
、
バ
ル
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
「
ド
ト
ー
ル
コ
ー
ヒ

ー
」
を
羽
田
空
港
に
開
い
た
。

・
日
本
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
も
東
京
大
手
町
に
ビ
ー
ル
を

提
供
す
る
新
型
店
を
出
し
た
。

・
ハ
イ
デ
ィ
日
高
（
中
華
料
理
店
）

の
多
く
の
店
舗
が
駅
前
に
、
仕
事
帰

り
の
会
社
員
の
「
気
軽
な
一
杯
」
と

い
う
需
要
を
掘
り
当
て
過
去
最
高
益

を
更
新
し
た
。

　
市
場
縮
小
に
加
え
て
、
か
つ
て
は

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
競
合
の
登
場

に
居
酒
屋
各
社
の
危
機
感
は
強
い
。

・
コ
ロ
ワ
イ
ド
は
ち
ょ
い
飲
み
対
応

の
「
ぶ
っ
ち
ぎ
り
酒
場
」
を
今
後
５

年
で
１
０
０
店
に
増
や
す
方
針
。
客

単
価
は
１
０
０
０
円
程
度
。

・
養
老
の
瀧
が
出
店
を
続
け
る
「
一

軒
め
酒
場
」
も
メ
ニ
ュ
ー
数
を
絞
り

込
む
こ
と
で
運
営
を
簡
素
化
。
料
理

の
質
を
維
持
し
な
が
ら
低
料
金
を
実

現
し
て
い
る
。

　
酒
類
メ
ー
カ
ー
も
注
目
す
る
。

・
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
「
カ
フ
ェ
バ
ー
」

な
ど
で
り
ん
ご
酒
「
シ
ー
ド
ル
」
の

提
案
営
業
に
力
を
入
れ
る
。

・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
カ
フ
ェ
な
ど
で

取
り
扱
い
や
す
い
缶
ビ
ー
ル
や
小
容

量
の
ワ
イ
ン
な
ど
に
人
気
が
あ
る
と

み
て
提
案
な
ど
に
生
か
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

店
員
不
足
が
成
長
に
足
か
せ

時
給
、
全
業
種
で
上
昇
続
く

　
３
大
都
市
圏
に
お
け
る
平
均
時
給

は
全
業
種
で
９
４
８
円
、
外
食
業
で

９
２
４
円
、
小
売
り
サ
ー
ビ
ス
業
で

９
３
３
円
。

・
過
労
防
止
へ
60
店
閉
鎖
／
ワ
タ
ミ

・
24
時
間
営
業
を
一
部
休
止
／
す
き

家　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
給
は

昨
年
か
ら
高
止
ま
り
が
続
く
。
３
大

都
市
圏
の
全
業
種
の
２
月
の
平
均
時

給
は
前
年
同
月
比
０
．
７
％
上
昇
し

て
９
４
８
円
に
。
昨
年
７
月
か
ら
８

ヵ
月
連
続
で
前
年
同
月
比
を
上
回
っ

て
い
る
。
外
食
に
至
っ
て
は
28
ヵ
月

眼

連
続
で
プ
ラ
ス
だ
。

　
人
手
不
足
の
背
景
に
は
小
売
・
外

食
各
社
の
積
極
出
店
が
あ
る
。
コ
ン

ビ
ニ
大
手
５
社
の
２
０
１
３
年
度
の

新
規
出
店
は
約
４
５
０
０
と
な
る
見

通
し
だ
。
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協

会
に
よ
る
と
、
全
国
の
飲
食
店
の
店

数
は
14
年
２
月
ま
で
32
ヶ
月
間
連
続

増
え
続
け
て
い
る
。

　
外
食
や
小
売
り
な
ど
旺
盛
な
流
通

各
社
の
出
店
計
画
は
人
材
の
争
奪
戦

に
拍
車
を
か
け
、
計
画
そ
の
も
の
を

縮
小
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

　
出
光
商
会
と
し
て
は
、
財
界

に
他
に
類
の
な
い
良
き
店
風
を

作
り
、
店
員
を
し
て
、
自
己
の

店
風
に
充
分
の
自
信
と
自
覚
を

持
た
せ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

各
支
店
・
出
張
所
に
は
、
必
ず

合
宿
所
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
市
内
散
宿
の
た
め
、
一
般

社
会
の
悪
い
風
に
感
染
せ
し
め

な
い
た
め
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
店
員
相
互
間
の
懇
親
練
磨
の

用
に
供
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

若
い
者
に
あ
り
が
ち
の
夜
遊
び

や
素
行
の
治
ま
ら
な
い
者
が
出

た
場
合
に
は
お
互
い
に
親
切
に

忠
告
し
、
監
督
し
合
う
の
で
あ

り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

兄
が
弟
に
加
え
る
鉄
拳
制
裁
も

ま
た
や
む
を
得
ぬ
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。

　
か
く
し
て
な
お
悪
夢
醒
め
ざ

る
者
は
、
店
長
ま
た
は
私
に
告

げ
て
力
添
え
を
得
、
総
力
を
挙

げ
て
必
ず
改
悛
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
私
や
店
長
に
知
ら
せ
る

こ
と
が
遅
れ
た
た
め
、
改
悛
の

時
期
を
失
す
る
こ
と
が
往
々
あ

り
ま
す
か
ら
、
な
る
た
け
早
く

知
ら
し
て
貰
い
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。
私
共
に
隠
す
こ
と
が
、

本
人
に
対
す
る
親
切
と
誤
解
し

て
い
る
人
が
相
当
多
い
よ
う
だ

が
、
こ
れ
は
大
な
る
考
え
違
い

で
、
出
光
商
会
は
、
若
い
者
に

あ
り
が
ち
の
失
策
の
た
め
、
こ

れ
が
改
悛
指
導
も
し
な
い
で
、

直
ち
に
退
店
せ
し
む
る
よ
う
な
、

不
人
情
な
店
風
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
父
兄
に
か
わ
っ
て
こ
れ
を

訓
育
す
る
の
責
任
を
感
じ
て
お

る
の
で
あ
り
ま
す
。
馘
首
す
る

場
合
は
、
父
兄
が
子
弟
を
勘
当

す
る
場
合
に
相
当
す
る
も
の
と

思
っ
て
、
安
心
し
て
早
く
相
談

し
て
貰
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

（
『
我
が
六
十
年
間
』
第
一
巻

よ
り
）

　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）

▽
料
理
通
信
／
６
月
号

特
集
２
‥
ワ
イ
ン
か
ら
ひ
も
と
く
　

新
し
い
日
本
酒
の
飲
み
方

テ
ロ
ワ
ー
ル
を
映
し
出
し
、
手
仕
事

が
光
る
、
造
り
手
の
顔
が
見
え
る
酒

造
り
を
実
践
す
る
蔵
が
増
え
ま
し
た
。

味
わ
い
深
い
酸
と
旨
味
を
持
ち
、
食

事
に
寄
り
添
い
、
ワ
イ
ン
好
き
の
み

な
ら
ず
若
い
世
代
か
ら
の
支
持
も
集

め
て
い
ま
す
。

酒
の
味
が
変
わ
れ
ば
、
飲
み
方
、
飲

む
シ
ー
ン
も
変
わ
る
。
新
し
い
日
本

酒
の
愉
し
み
方
を
追
い
か
け
ま
す
。

▽
あ
ま
か
ら
手
帳
／
６
月
号

特
集
‥
〈
保
存
版
〉
関
西
　
夏
の
名

品
１
０
０

素
麺
、
水
ナ
ス
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
…
…
。
名
店
の
逸
品
か
ら
近
郊
の

名
産
ま
で
、
編
集
部
が
総
力
を
あ
げ

て
選
び
抜
い
た
「
夏
の
テ
ッ
パ
ン
」

１
０
０
ア
イ
テ
ム
を
一
挙
に
ご
紹
介
。

｢

ネ
オ
割
烹｣

｢

ネ
オ
炉
端｣

が
ト
レ
ン
ド
に
!!

 
 

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
テ
イ
ス
ト
＆
ス
タ

イ
ル
」
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
武
器

と
す
る
「
ネ
オ
和
食
」
が
に
わ
か
に

脚
光
を
浴
び
始
め
ま
し
た
。

　
昨
年
後
半
か
ら
今
年
の
は
じ
め
に

か
け
て
、
代
々
木
八
幡
の
「
Ｇ
ｉ
ｆ

ｔ
食
堂
」
、
中
目
黒
の｢

酒
人
あ
ぎ｣

の
よ
う
に
、
日
本
酒
を
軸
に
新
し
い

和
の
テ
イ
ス
ト
を
提
供
す
る
「
ネ
オ

和
バ
ル
」
や
「
ネ
オ
割
烹
」
の
オ
ー

プ
ン
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
店
主
、
料
理
長
は
和
食
店
や
割
烹

で
経
験
を
積
ん
だ
職
人
肌
の
人
が
多

い
。
職
人
肌
で
あ
り
な
が
ら
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
感
覚
に
も
優
れ
、
新
し

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
概
に
富
ん
で

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
な
っ
た
「
ザ
・
ワ
シ
ョ
ク
（
和
食
）
」
と
景

気
回
復
機
運
の
追
い
風
を
受
け
て
、
２
０
１
４
年
は
一
気
に
「
ネ
オ
・
ト
ラ
」

（
ネ
オ
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
）
マ
イ
ン
ド
＆
ス
タ
イ
ル

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
き
て
、
「
ネ
オ
割
烹
」
「
ネ
オ
炉
端
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
す
る
店
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

 
 和

食
店
や
割
烹
で
経
験
積
ん
だ

職
人
肌
の
店
長
、
料
理
人
多
い

 
 肉

業
態
の
激
戦
区
池
袋
西
口
に

価
格
を
押
え
た
ジ
ビ
エ
料
理
で

イ
タ
リ
ア
ン
と
コ
ラ
ボ
さ
せ
た

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
炉
端
バ
ル

い
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
酒
人
あ

ぎ
」
は
、
五
反
田
で

日
本
酒
ブ
ー
ム
の
先

駆
け
と
な
っ
た
「
日

本
酒
バ
ル
Ａ
Ｇ
Ｉ
」

の
オ
ー
ナ
ー
、
平
野

さ
ん
と
日
本
酒
に
詳
し
い
専
門
家
の

山
本
さ
ん
、
そ
し
て
寿
司
屋
と
割
烹

２
店
を
経
験
し
て
い
る
料
理
長
の
３

人
が
集
合
し
た
ネ
オ
割
烹
。
割
烹
ほ

ど
高
く
な
く
、
居
酒
屋
と
は
レ
ベ
ル

が
違
う
料
理
の
数
々
。
厳
選
さ
れ
た

日
本
酒
と
和
食
人
が
織
り
な
す
世
界

は
圧
巻
で
す
。

　
４
月
30
日
、
池
袋
西
口
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
ジ
ビ
エ
と
く
ず
し
野
菜
割

烹
　
和
ガ
リ
コ
」
は
人
気
の
ア
ジ
ア

料
理
ビ
ス
ト
ロ
「
ア
ガ
リ
コ
」
の
オ

ー
ナ
ー
、
大
林
さ
ん
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
店
。
元
ス
タ
ッ
フ
で
和
食
経
験
の

長
い
杉
山
さ
ん
が
独
立
を
希
望
し
た

こ
と
か
ら
、
独
立
支
援
と
い
う
形
で

出
店
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
大
林
さ
ん

は
「
こ
の
エ
リ
ア
は
焼
肉
、
ホ
ル
モ

ン
な
ど
の
肉
業
態
の
激
戦
区
で
あ
り

肉
好
き
が
集
ま
る
。
加
え
て
、
池
袋

は
ジ
ビ
エ
の
店
が
自
分
の
知
る
と
こ

ろ
ま
だ
な
い
。
ジ
ビ
エ
を
中
心
と
し

て
新
鮮
な
野
菜
を
加
え
、
杉
山
さ
ん

が
得
意
と
す
る
和
食
料
理
を
組
み
合

わ
せ
『
割
烹
ビ
ス
ト
ロ
』
と
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　
そ
の
ジ
ビ
エ
料
理
は
価
格
を
押
さ

え
、
「
群
馬
県
産
　
猪
豚
　
す
き
焼

き
風
」
（
８
５
０
円
）
、
「
北
海
道

岩
見
沢
産 

雉
も
も
肉
塩
焼
き
」(

７

５
０
円
）
な
ど
。
日
本
酒
は
「
獺
祭

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
」
は
じ
め
泡
も
の

を
揃
え
た
の
が
特
徴
で
す
。
〆
の
う

ど
ん
「
ト
リ
ュ
フ
釜
玉
」
（
６
０
０

円
）
は
絶
品
で
リ
ピ
ー
ト
必
至
。｢

ア

ガ
リ
コ
」
が
放
つ
「
ネ
オ
割
烹
」
コ

ン
セ
プ
ト
は
業
界
で
話
題
に
な
る
こ

と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
居
酒
屋
以
上
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
が
台
頭
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
流
れ
に
沿
っ
て｢

炉
端
焼
き
業
態｣

も
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
西
新
宿
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ
幸
」
。
イ
タ
リ

ア
ン
と
古
典
的
な
炉
端
業
態
を
コ
ラ

ボ
さ
せ
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
炉
端

バ
ル
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
お
箸
で
食
べ

る
イ
タ
リ
ア
ン
。

　
産
地
直
送
の
野
菜
や
肉
、
鮮
魚
を

シ
ン
プ
ル
に
炉
で
炙
り
、
仕
上
げ
は

和
と
イ
タ
リ
ア
ン
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
た

ソ
ー
ス
で
提
供
し
ま
す
。

　
「
て
っ
ぺ
ん
」
の
創
業
メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
炉
端
業
界
を
よ
く
知
る｢
絶

好
調
」
吉
田
さ
ん
の
６
店
目
と
な
る

新
店
で
す
。

　
ボ
ウ
チ
ラ
グ
ル
ー
プ
オ
ー
ナ
ー
の

高
橋
さ
ん
が
練
馬
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
新
業
態
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
（
炉
ば
た
い
っ
ぷ
く)

｣

。

イ
タ
リ
ア
ン
業
態
を
ス
タ
ー
ト
に
起

業
し
た
高
橋
さ
ん
ら
し
い
セ
ン
ス
が

映
え
る
店
づ
く
り
で
す
。

　
手
の
届
き
そ
う
な
距
離
で
焼
き
上

が
る
魚
や
野
菜
、
肉
。
そ
の
リ
ア
ル

す
ぎ
る
シ
ズ
ル
感
こ
そ
炉
端
の
醍
醐

味
で
す
。
炉
を
囲
む
コ
の
字
カ
ウ
ン

タ
ー
は
わ
ず
か
11
席
。
定
番
の
し
ゃ

も
じ
も
な
く
、
ワ
イ
ン
も
揃
え
た
店

は
ま
さ
に
「
ネ
オ
炉
端
」
ト
レ
ン
ド

の
到
来
を
予
測
さ
せ
ま
す
。

　
　
　
　
（
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
）

〈
グ
ル
メ
誌
の
特
集
紹
介
〉
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酒造りの伝統を今に伝え

る摂津富田郷。そこにあ

って、国乃長でおなじみ

の寿酒造では、最古の銘

醸地における富田酒の伝

統を守り抜き、今も変わ

ることなく手造りの技法

（２～３）
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今
月
の
新
着
ワ
イ
ン

ス
ペ
イ
ン
編
⑤

そ
の
百
一
●
全
量
純
米
蔵
を
目
指
す
会

｢全国繁盛店総点検｣ ～３～

従
業
員
教
育
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト(

46)

～あき丸ワイン漫遊録～
⑬ワイナリーへの援農ボランティア

(
(

ワインアドバイザー

ＡＫＩＨＩＫＯ Ｍ．
特 集

（３）

お
客
が
思
わ
ず
う
な
る

口利

口利

昨年から始めた援農ボランティア。

昨年は７月も終わりで実が出来てい

たのですが、今年はもっと早くから

始めたいと思い、カタシモワイナリ

ーに連絡してみました。新芽が出始

めたので、「いつ来ていただいてもい

いですよ」と言っていただけました。

早速金井マネージャーと二人で行っ

てきました。

きれいに剪定された葡萄の木からは

小さい新芽がポツポツと出始めてい

ました。今回の作業は虫除けの液体

を塗り込む作業か草刈りです。

私は虫除けを、金井マネージャーは

草刈りを選びました。虫除けの作業

とは、古い木の皮を剥いて虫が入り

込まないようにして、その上から石

灰硫黄の液を刷毛を使って台木に塗

り込むのですが、臭いが強烈なので

す。

皮膚や服につかないようにゴーグル、

マスク、カッパで完全防備して行い

ました。手で皮を剥いていくので握

力がなくなっていくし、かなり大変

でした。

仕事が終わり金井マネージャーと合

流したのですが、彼もまた防護服を

着ていても草まみれの大変な状態で

帰って来ました。お疲れさん！

これに負けじと毎月通うつもりでお

ります。また、葡萄の木の成長具合も

お知らせできればと思っております。

　
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
醤
油
味
の
出

汁
が
、
里
芋
、
キ
ノ
コ
、
に
ん
じ
ん
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
ネ
ギ
、
牛
肉
な
ど
の

具
材
を
優
し
く
包
み
込
む
。
こ
れ
を

つ
ま
み
に
日
本
酒
を
飲
む
。
店
内
は

穏
や
か
な
空
気
で
、
ま
る
で
温
泉
に

で
も
浸
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
東
北
地
方
に
は
地
域
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
芋
煮
が
あ
る
が
、
東
京
の

神
田
に
あ
る
居
酒
屋
「
樽
平
」
の
芋

煮
は
牛
肉
を
使
っ
た
山
形
風
。
米
沢

牛
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
る
。

　
「
樽
平
」
は
山
形
の
樽
平
酒
造
の

直
営
店
。
創
業
３
０
０
年
を
超
え
る

酒
蔵
で
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）

か
ら
居
酒
屋
も
始
め
た
。
店
に
は「
樽

平
」
や
「
住
吉
」
な
ど
樽
平
酒
造
の

銘
柄
が
揃
っ
て
い
る
。

　
気
持
ち
良
く
酒
に
酔
っ
た
状
態
を

山
形
の
古
い
方
言
で
「
た
る
べ
い
」

と
言
い
、
こ
れ
が
店
名
の
由
来
。
１

階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
座
っ
て
飲
ん

で
い
る
と
、
い
つ
も
「
た
る
べ
い
」

に
な
っ
て
し
ま
う
。
で
も
、
こ
れ
が

至
福
の
時
間
な
の
だ
。

●
樽
平
　
神
田
店

　
住
所
／
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田

　
　
　
　
３
―
13
―
２

　
電
話
／
０
３
・
３
２
５
１
・
４
１

　
　
　
　
４
０

　
営
業
／
16
時
30
分
～
23
時

　
定
休
／
日
曜
・
祝
日

　
　
（
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
よ
り
）

「
何
の
商
売
だ
ね
？
」

「
辻
売
り
の
鰻
屋
で
す
」

　
辻
売
り
の
鰻
屋
と
い
う
の
は
、
道

端
へ
畳
二
畳
ほ
ど
の
木
の
縁
台
を
出

し
、
そ
の
上
で
鰻
を
焼
い
て
売
る
。

　
こ
の
ご
ろ
は
、
江
戸
市
中
の
諸
方

に
、
辻
売
り
で
な
い
店
構
え
の
鰻
屋

も
ち
ら
ほ
ら
と
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
だ

が
、

「
あ
り
ゃ
、
ひ
ど
い
も
の
さ
」

　
な
ど
と
、
も
の
ご
と
に
こ
だ
わ
ら

ぬ
秋
山
小
兵
衛
さ
え
も
、
あ
ま
り
、

鰻
を
好
ま
ぬ
よ
う
だ
。

　
鰻
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
当
時
の
、

す
こ
し
前
ま
で
、
こ
れ
を
丸
焼
き
に

し
て
豆
油
や
ら
山
椒
味
噌
や
ら
を
つ

け
、
は
げ
し
い
労
働
を
す
る
人
び
と

の
口
を
よ
ろ
こ
ば
せ
は
し
て
も
、
こ

れ
が
一
つ
の
料
理
と
し
て
、
上
流
・

中
流
の
口
へ
入
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
。

　
そ
れ
が
、
上
方
か
ら
つ
た
わ
っ
た

調
理
法
で
、
鰻
を
腹
か
ら
開
い
て
、

食
べ
よ
い
よ
う
に
切
り
、
こ
れ
を
焼

く
と
い
う･

･
･
･
･
･

そ
う
な
っ
て
か
ら
、

「
お
も
っ
た
よ
り
も
、
う
ま
い
し
、

そ
れ
に
精
が
つ
く
よ
う
だ
」

　
と
、
江
戸
で
も
、
こ
れ
を
食
べ
る

人
び
と
が
増
え
た
そ
う
な
。

　
こ
の
後
、
約
二
十
年
ほ
ど
を
経
て
、

　
鰻
が
、
現
在
の
調
理
法
に
到
達
し
、

万
人
に
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
わ
ず
か
百
数
十
年
前
の
こ
と
だ
。

そ
れ
ま
で
は
、
丸
焼
き
に
し
て
、
豆

油
や
ら
山
椒
味
噌
や
ら
を
つ
け
、
は

げ
し
い
労
働
を
す
る
人
び
と
の
口
を

よ
ろ
こ
ば
せ
は
し
て
も
、
上
品
な
食

べ
物
と
は
い
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
豊
か
な
滋
養
が
あ
る
こ
と
は
、

む
か
し
か
ら
知
ら
れ
て
い
て
、
万
葉

集
に
も
、
鰻
が
夏
痩
せ
に
よ
い
こ
と

江
戸
ふ
う
の
鰻
料
理
が
開
業
さ
れ
、

背
び
ら
き
に
し
た
の
を
蒸
し
あ
げ
て

強
い
脂
を
ぬ
き
、
や
わ
ら
か
く
焼
き

あ
げ
、
た
れ
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
鰻
料
理
の

大
流
行
と
な
る
。

　
（
『
辻
斬
り
』
中
「
悪
い
虫
」
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潮
文
庫
）

を
詠
ん
だ
大
伴
家
持
の
一
首
が
あ
る
。

　
鰻
の
蒲
焼
は
、
日
本
の
四
季
に
合

っ
て
い
て
、
い
ま
や
天
然
の
鰻
だ
け

で
は
客
の
要
望
を
み
た
し
き
れ
な
い
。

大
正
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
養
殖
の

方
法
も
、
大
層
、
進
歩
し
て
い
る
ら

し
い
。
し
か
し
、
「
天
然
も
の
の
鰻

は
、
な
か
な
か
、
さ
き
に
く
い
の
で

す
。
中
に
は
、
ひ
ど
く
、
暴
れ
る
の

が
い
ま
す
か
ら
」

　
と
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
戦
前
、
利
根
川
べ
り
の
旗
亭
で
、

鰻
の
天
麩
羅
を
一
度
だ
け
食
べ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
お
も
っ
た
よ
り
、
あ

っ
さ
り
と
し
た
味
で
旨
か
っ
た
。

鰻
の
蒲
焼
き

●
材
料
／
鰻
　
醤
油
　
酒
　
み
り
ん

　
背
開
き
に
し
た
鰻
に
竹
串
を
刺
し
、

強
火
で
10
分
位
蒸
し
、
た
れ
（
醤
油

５
カ
ッ
プ
、
み
り
ん
５
カ
ッ
プ
、
酒

２
カ
ッ
プ
を
40
分
～
１
時
間
、
弱
火

で
煮
込
む
）
を
付
け
、
焼
く
。

　
山
椒
味
噌
付
け
焼
き
は
、
合
わ
せ

味
噌
に
山
椒
と
み
り
ん
、
酒
を
加
え

掻
き
混
ぜ
、
素
焼
き
に
し
た
鰻
（
強

火
で
５
分
位
）
の
片
面
に
ぬ
り
再
度

数
分
焼
く
。

白
瓜
の
塩
揉
み

●
材
料
／
白
瓜
　
し
そ
の
葉
　
塩

　
丸
の
ま
ま
水
洗
い
し
、
塩
を
つ
け

て
し
ご
く
（
皮
が
柔
ら
か
く
な
る
）
。

半
分
に
切
り
、
種
を
出
し
、
小
口
切

り
に
す
る
。

　
塩
を
軽
く
ふ
り
混
ぜ
、
塩
が
し
み

こ
む
よ
う
５
分
程
お
き
、
揉
み
、
し

そ
の
葉
を
刻
ん
で
一
緒
に
和
え
る
。

　
酒
は
純
米
、
燗
な
ら
な
お
良
し

―
―
。

　
人
に
酒
に
つ
い
て
聞
か
れ
れ
ば
、

私
は
い
つ
も
そ
う
話
し
て
き
た
。

　
春
だ
ろ
う
が
夏
だ
ろ
う
が
、
私

は
純
米
酒
に
割
り
水
を
か
け
て
、

ぬ
る
燗
に
し
て
飲
む
。
こ
う
し
て

飲
め
ば
口
当
た
り
が
軟
ら
か
く
な

り
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
旨
み
が
広

が
り
、
酒
に
合
う
料
理
の
幅
も
う

ん
と
広
が
る
。
燗
酒
は
胃
壁
か
ら

の
吸
収
が
早
く
、
心
地
よ
く
酔
っ

て
い
く
か
ら
、
飲
み
過
ぎ
る
こ
と

も
少
な
い
。

　
私
は
職
業
上
、
純
米
で
な
い
酒

も
よ
く
利
く
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
添

加
（
以
下
、
ア
ル
添
）
し
た
吟
醸

酒
の
な
か
に
も
、
悪
く
な
い
と
思

え
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

し
か
し
、
日
々
の
楽
し
み
と
し
て
、

こ
う
し
た
飲
み
方
を
す
る
限
り
に

お
い
て
、
ア
ル
添
し
た
酒
は
純
米

の
酒
に
及
ば
な
い
。
だ
か
ら
、
冒

頭
の
言
葉
は
第
一
に
、
私
個
人
の

嗜
好
の
問
題
で
あ
る
の
だ
が
、
そ

れ
だ
け
の
話
で
も
な
い
。

　
生
産
者
が
し
っ
か
り
と
し
た
純

米
酒
を
造
り
、
そ
れ
を
消
費
者
が

燗
に
し
て
飲
む
。
そ
の
日
本
酒
本

来
の
在
り
方
を
見
直
す
こ
と
が
、

結
果
的
に
日
本
酒
の
未
来
を
拓
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
だ
。

　
日
本
酒
は
今
、
岐
路
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。

（
上
原
浩
著
「
純
米
酒
を
極
め
る
」

２
０
０
２
年
12
月
20
日
発
行
、
光

文
社
新
書
の
９
ペ
ー
ジ
「
は
じ
め

に
」
よ
り
引
用
）

　
２
０
０
６
年
５
月
１
日
に
亡
く

な
ら
れ
た
上
原
先
生
の
著
書
よ
り

引
用
し
ま
し
た
。

　
生
前
、
酒
造
技
術
指
導
に
と
ど

ま
ら
ず
、
蔵
元
に
対
し
て
、
さ
ら

に
は
小
売
店
・
飲
食
店
・
消
費
者

に
対
し
て
、
日
本
酒
の
在
り
方
を

問
い
か
け
、
酒
造
業
者
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
続
け
た
上
原
先
生
の
思
い

で
す
。
「
全
量
純
米
蔵
を
目
指
す

会
」
は
、
こ
の
故
「
上
原
先
生
」
の

訓
え
を
実
践
す
る
会
で
す
。

　
し
っ
か
り
し
た
造
り
の
程
よ
く

熟
成
し
た
、
お
燗
で
美
味
し
く
飲

め
る
純
米
酒
を
造
り
、
消
費
者
へ

届
け
る
こ
と
。
伝
統
の
継
承
者
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
造

り
手
（
蔵
）
と
米
農
家
と
小
売
店

・
材
料
店
と
と
も
に
運
命
共
同
体

と
し
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

基
づ
い
て
、
蔵
と
し
て
、
企
業
と

し
て
発
展
す
る
こ
と
。
前
の
世
代

か
ら
あ
ず
か
っ
た
蔵
を
、
世
代
を

越
え
次
の
代
へ
伝
え
る
こ
と
。
そ

れ
が
わ
れ
わ
れ
酒
造
り
に
た
ず
さ

わ
る
も
の
の
使
命
で
あ
り
願
い
で

も
あ
り
ま
す
。

　
以
下
、
先
の
上
原
先
生
の
著
書

よ
り
、
警
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
今
の
消
費
者
は
、
酒
を
〈
主
〉

　
と
し
て
飲
む
こ
と
を
望
ん
で
い

　
な
い
。
（
料
理
が
〈
主
〉
）

・
日
本
酒
と
い
う
も
の
は
、
秋
の

　
完
成
を
目
指
し
て
作
る
の
が
本

　
当
だ
。

・
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
生
酒
な
ど

　
製
品
以
前
の
半
製
品
で
あ
る
。

・
新
鮮
さ
と
冷
た
い
飲
み
心
地
だ

　
け
を
楽
し
む
な
ら
、
生
酒
よ
り

　
ビ
ー
ル
の
方
が
よ
ほ
ど
い
い
。

・
日
本
酒
は
温
度
を
変
え
る
こ
と

　
に
よ
っ
て
味
わ
い
が
変
わ
る
希

　
有
の
酒
だ
。

・
消
費
者
の
嗜
好
は
、
純
粋
化
の

　
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

・
問
題
な
の
は
、
お
金
を
出
し
て

　
で
も
飲
み
た
い
と
思
う
酒
が
少

　
な
い
こ
と
だ
。

（
「
全
量
純
米
蔵
を
目
指
す
会
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

日
本
酒
の
未
来
拓
く
た
め

本
来
の
在
り
方
見
直
そ
う 米沢牛を使った山形風

６８０円

■池波正太郎著／剣客商売

  庖丁ごよみ⑥ 夏 鰻
う
な
ぎ

完全防備の金井マネージャー

垣根づくりのメルロー

最 強 の 一 皿 芋煮
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